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【不動産取引価格情報検索】 

 

⻑所：WEB 地図で位置を確認できるうえ、データも CSV 形式でダウンロードできる 

   （GIS で扱うには⼤ざっぱな位置しかデータ化されていない） 

短所：詳細住所はダウンロードした CSV には無く、地図からのポップアップに記載されている 

   （GIS で扱う場合には、詳細住所を Excel 等に貼り付けて CSV 形式に整理するのが⾯倒） 

 

 
 

 

2



【地価公⽰・都道府県地価調査】 

 

⻑所：詳細住所も表⽰されるので、アドレスマッチングに使える 

短所：住所以外の詳細データが隠されている、Excel 等で CSV 形式の⼀覧表にするのが⾯倒 
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問題 下図の★印の地点の⼟地価格（宅地）を推定しなさい。ただし、推定するためのデータは国

⼟交通省の⼟地総合情報システムを利⽤するものとし、データ範囲は千種区に限定する。 

 

 
 

ヒント 

１ 国⼟交通省の⼟地総合情報システムから、千種区にかかる詳細な住所と宅地価格の⼀覧表を作

成する。 

２ アドレスマッチングにより、１の⼀覧表に座標値を与える。 

３ ArcGIS で公⽰地点を表⽰する。 

４ 公⽰地点データから、⼟地価格サーフェスを作成する 

５ ★地点の⼟地価格（宅地）を推定する 

 

 

【地価に関するデータをダウンロードできる場所】 

（１）国⼟交通省 ⼟地総合情報システム http://www.land.mlit.go.jp/webland/ 

 

（２）国⼟数値情報ダウンロードサービス 

⼟地利⽤状況 ⇒ ⼟地利⽤ 3 次メッシュ、細分メッシュ、都市地域細分メッシュなど 

地価     ⇒ 都道府県地価調査、地価公⽰ 
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